
農環研ニュース

はじめに

農薬による河川や湖沼などの生態系への影響は、

単一の生物種を用いた急性毒性試験の結果から評

価されています。一方、より現実的な評価手法と

して地域性を考慮した群集レベルの影響評価が求

められています。河川生態系の重要な一次生産者

である珪藻の群集レベルでの影響評価については、

従来の方法では、評価対象地点の珪藻群集を構成

している個々の種に対して個体レベルの試験を繰

り返し行い、その結果の積み重ねにより群集レベ

ルへの影響を予測するというものです。そのため、

多大な労力と長い期間を要します。そこで、河川

および水田を評価対象地点として、珪藻群集全体

の除草剤感受性を簡易に検定する手法を開発しま

した。

試験生物の調製

河川の場合は、珪藻の群集を石の表面から歯ブ

ラシを用いてこすり取り、遠心分離および洗浄を

行った後、直接除草剤感受性を検定します。水田

の場合は、直接珪藻群集を採取することは困難な

ため、土壌中の珪藻を短期間前培養した後、河川

の場合と同様に検定を行います（図１）。この手法

により、これまで多大な労力を要していた純粋な

培養株の確立作業を省くことができます（図２）。
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図１　試験生物の調整法

（a）河川珪藻群集

（b）水田土壌中珪藻群集
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珪藻の除草剤感受性を群集レベルの生育速度により簡易に検定する

感受性の検定方法

感受性検定には、試験容器として96穴のマイク

ロプレートを使用します。珪藻群集の生長は、ク

ロロフィルaの吸光度により測定します。さらに、

試験開始後、24時間から96時間の間における生

長速度の阻害を測定すると共に半数生長阻害濃度

（24-96h ErC50）を算出し、これを珪藻群集の除

草剤感受性値とします。この手法は、確立した培

養株に対して個々の検定を行う従来法に比べ、測

定の際の時間と手間の大幅な削減が可能となりま

す（図２）。

河川珪藻群集のトリアジン系除草剤感受性

河川上流部（桜川流域の源流部）及び中流域（同

農村部）からそれぞれ採集した珪藻群集を用いて、

日本の水田で使用されているトリアジン系除草剤の

一つであるジメタメトリンの感受性を検定しました。

ジメタメトリン感受性は、水田排水の影響を受け

ていない源流域と比べトリアジン系除草剤を使用

した水田から感受性の低下した珪藻が流出してい

ると考えられる中流域で低いことが明らかとなり

ました（図３）。従来法と本手法の結果は同じ傾向

を示すことから、本手法が群集レベルでの影響評

価手法として利用できることが示されました。

おわりに

珪藻は水系生態系において一次生産者として重

要な役割を果たしているにもかかわらず、農薬等

化学物質が珪藻に与える影響についてはこれまで

知見が少ししかありませんでした。本手法を使用

することにより、除草剤が珪藻群集へ及ぼす影響

を簡易に評価することが可能となり、水系生態系

へ及ぼす除草剤の影響を精度良く評価できる高次

のリスク評価法としての貢献が期待されます。

図３　河川における珪藻のジメタメトリン感受性（24-96h ErC50による比較）
（A：群集レベルの評価　B：個体レベルの評価）

図２　珪藻を用いた感受性検定方法のスケジュール

4


